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市
役
所
、
伊
自
良
支
所
、
美
山
支
所
、
美

山
中
央
公
民
館
の
4
会
場
で
、
確
定
申
告
相

談
を
行
い
ま
す
。
関
係
書
類
や
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
申
告
相
談
会
場（
Ｐ
4
参
照
）へ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

　
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
山
県
市
内
に

住
民
登
録
が
あ
り
、
前
年
中（
平
成
25
年
１

月
１
日
〜
12
月
31
日
）に
所
得
が
あ
っ
た
人

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
税
の

申
告
が
必
要
で
す
。

●
農
業
や
商
店
な
ど
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

●
地
代
や
家
賃
収
入
な
ど
の
不
動
産
収
入
の

あ
る
人

●
土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど
を
売
っ
た
譲
渡

所
得
の
あ
る
人

●
山
林
を
売
っ
た
山
林
所
得
の
あ
る
人

●
勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人（
昨
年
中
に
退
職

し
て
、
今
年
１
月
１
日
現
在
就
職
し
て
い
な

い
人
な
ど
）

●
給
与
所
得
者
で
給
与
所
得
の
ほ
か
に
収
入

が
あ
る
人

●
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

を
受
け
る
人

※
収
入
が
無
け
れ
ば
所
得
税
の
申
告
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
Ｃ
Ｃ

Ｙ
利
用
料
な
ど
の
軽
減
を
受
け
る
に
は
、市・

県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

当
日
の
持
参
書
類
な
ど

①
事
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
人
は
、
収
入
、

支
出
の
わ
か
る
明
細
書（
収
支
内
訳
書
を
記

入
の
う
え
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

②
不
動
産
収
入
の
あ
る
人
は
、
そ
の
収
入
、

支
出
、
固
定
資
産
税
額
が
わ
か
る
も
の（
課

税
明
細
書
な
ど
）

③
給
与
、
賃
金
な
ど
の
収
入
が
あ
る
人
は
、

給
与
所
得
な
ど
の
源
泉
徴
収
票（
原
本
）

④
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
、
恩
給
な
ど
の
収

入
が
あ
る
人
は
、
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

（
原
本
）

⑤
内
職
な
ど
の
収
入
の
あ
る
人
は
、
収
入
の

わ
か
る
明
細
書
な
ど

⑥
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
、
地
震

保
険
料
、国
民
年
金
の
保
険
料
控
除
証
明
書
、

医
療
費
の
領
収
書
な
ど（
医
療
を
受
け
た
人

別
で
明
細
書
を
作
成
の
う
え
持
参
し
て
く
だ

さ
い
）

⑦
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

⑧
そ
の
他
必
要
な
書
類

※
所
得
税
の
還
付（
医
療
費
控
除
な
ど
）を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、
源
泉
徴
収
票
の

源
泉
徴
収
税
額
欄
に
ゼ
ロ
以
外
の
数
字
が
記

載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

※
会
場
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
収
支
内

訳
書
の
記
入
、
医
療
費
の
計
算
は
必
ず
済
ま

せ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

給
与
所
得
者
の
確
定
申
告

　
給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
年
末
調
整
に

よ
り
そ
の
年
の
所
得
税
の
納
税
が
完
了
し
ま

す
の
で
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
給
与
所
得
者
で
も
次
の
よ
う
な
人
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

①
給
与
の
収
入
金
額（
年
収
）が
２
，０
０
０
万

円
を
超
え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
人

③
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い
る

人年
金
所
得
者
の
確
定
申
告

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円

以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に
か
か
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ

る
場
合
は
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て

確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
医
療
費
控
除
な
ど
に
よ
る
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
た
め
に
申
告
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
。
な
お
、
公
的
年
金
等
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
で
所
得
税
の
確
定
申
告

を
す
る
必
要
が
な
い
場
合
で
も
、
市
・
県
民

税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

確
定
申
告
を
す
る
と

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

●
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

●
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を
し
て

い
な
い
人

●
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
て
住
宅
や
家
財
な
ど

に
損
害
を
受
け
た
人

●
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得

し
た
人

●
控
除
を
付
け
忘
れ
た
場
合（
介
護
保
険
対

象
者
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人「
障

害
者
控
除
に
該
当
」な
ど
）や
、
年
金
受
給
者
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税
の
申
告
は

３
月
17
日
ま
で
に

所
得
税
、
贈
与
税
、
市
・
県
民
税
の
申
告
期
限
は
３
月
17
日（
月
）、
個
人
事
業
者

の
消
費
税
の
申
告
期
限
は
３
月
31
日（
月
）で
す

問
税
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課
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で
国
民
健
康
保
険
料
控
除
や
地
震
保
険
料
控

除
な
ど
を
付
け
て
い
な
い
人

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
控
除
な
ど
を
受
け
る
に

は
一
定
要
件
に
該
当
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
添
付
書
類
を
忘
れ
ず
に

　
要
件
に
あ
っ
た
領
収
書
や
生
命
保
険
料
証

明
書
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
、
源
泉

徴
収
票（
原
本
）な
ど
が
必
要
で
す
。
印
鑑
や

申
告
す
る
本
人
名
義
の
通
帳
な
ど
も
忘
れ
ず

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　
一
定
の
借
入
金
な
ど
に
よ
っ
て
自
分
が
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
や
増
改
築
し
た
り
、

住
宅
や
そ
の
敷
地
を
購
入
し
た
り
し
た
と
き

で
、
平
成
25
年
12
月
31
日
ま
で
に
入
居
す
る

な
ど
の
一
定
の
要
件
に
該
当
し
た
場
合
、
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

譲
渡
・
山
林
所
得
・
贈
与
税
の
申
告

　
土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど
を
譲
渡
し
て
所

得
の
あ
る
人
は
譲
渡
所
得
、
山
林
を
伐
採
ま

た
は
譲
渡
し
て
所
得
の
あ
る
人
は
山
林
所
得

の
申
告
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
年
間
１
１
０
万
円
を
超
え
て
贈
与

を
受
け
た
人
は
贈
与
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

次
の
相
談
は
マ
ー
サ
21
会
場
へ

　
な
お
、
次
の
申
告
相
談
は
、
市
内
の
各
会

場
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
税
務
署

の
確
定
申
告
会
場（
マ
ー
サ
21
４
階
マ
ー
サ

ホ
ー
ル
）へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
譲
渡
所
得（
土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど
）

●
山
林
所
得

●
贈
与
税

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除（
確
定
申
告
が

必
要
な
一
年
目
の
人
）

復
興
特
別
所
得
税
の
創
設

　
平
成
23
年
12
月
２
日
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
の
た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め

に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置

法
が
公
布
さ
れ
、
所
得
税
を
納
め
る
義
務
の

あ
る
人
は
、
平
成
25
年
分
の
所
得
税
か
ら
復

興
特
別
所
得
税
も
併
せ
て
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

▼
確
定
申
告

　
平
成
25
年
か
ら
平
成
49
年
ま
で
の
各
年
分

の
確
定
申
告
は
、
所
得
税
と
復
興
特
別
所
得

税
を
併
せ
て
申
告
し
、
納
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
所
得
税
と
復
興
特
別
所
得
税
の
申

告
書
に
は
、
基
準
所
得
税
額
、
復
興
特
別
所

得
税
額
な
ど
一
定
の
事
項
を
併
せ
て
記
載
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
復
興
特
別
所
得
税
額
の
計
算

　
復
興
特
別
所
得
税
額
＝
基
準
所
得
税
額
×

2.1
％

▼
基
準
所
得
税
額

　
全
て
の
所
得
に
対
す
る
所
得
税
額

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証

明
書
」は
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
で
す
。
確
定
申
告
で
控
除
を

受
け
る
に
は
、
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
の
添
付

が
必
要
で
す
。
控
除
証
明
書
は
日
本
年
金
機

構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
保
険
料

平
成
25
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
に
納
付
し

た
保
険
料

▼
証
明
書
送
付
対
象
者
と
時
期

・
平
成
25
年
１
月
１
日
〜
９
月
30
日
に
納
付

し
た
人
は
、
平
成
25
年
11
月
送
付
済
み

・
平
成
25
年
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
に
初
め

て
納
付
し
た
人
は
２
月
送
付
予
定

▼
家
族
の
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

　
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
も
全
額
控
除
対
象
と
な

り
、
申
告
す
る
人
の
保
険
料
と
合
算
し
て
申

告
で
き
ま
す
。
そ
の
際
、
家
族
分
の
証
明
書

な
ど
も
一
緒
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
岐
阜
北
年
金
事
務
所
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要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
の
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
で
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な

く
て
も
、
手
帳
の
交
付
基
準
に
準
ず
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
は
、
確
定
申
告
ま
た
は
市
・

県
民
税
の
申
告
で
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
に

基
づ
き
市
が
発
行
す
る「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」が
必
要
で
す
。

▼
対
象
者

・
介
護
保
険
制
度
に
よ
り
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
満
65
歳
以
上
の
人
で
、
寝
た
き
り

や
認
知
症
の
状
態
が
一
定
の
基
準
に
該
当
す

る
人

・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
が
、
市
職

員
の
訪
問
調
査
な
ど
に
よ
り
同
様
の
基
準
に

該
当
す
る
人

※「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」が
必
要
な

場
合
は
、
健
康
介
護
課
、
伊
自
良
支
所
、
美

山
支
所
、
西
武
芸
出
張
所
で
発
行
し
ま
す
。

問
健
康
介
護
課
℡
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介
護
保
険
料
は
、
税
の
申
告
で
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に

▼
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）の
人

　
特
別
徴
収
さ
れ
た
本
人
が
税
の
申
告
を
す

る
と
き
の
み
控
除
対
象

▼
普
通
徴
収（
納
付
書
納
付
、
口
座
振
替
）の

人
　
本
人
ま
た
は
家
族
の
う
ち
実
際
に
負
担
し

た
人
が
税
の
申
告
を
す
る
と
き
に
控
除
対
象

※
普
通
徴
収
の
納
付
額
の
お
知
ら
せ
は
１
月

下
旬
に
は
が
き
で
発
送
済
で
す
。

※「
納
付
証
明
書
」が
必
要
な
場
合
は
、
健
康

介
護
課
、
伊
自
良
支
所
、
美
山
支
所
、
西
武

芸
出
張
所
で
発
行
し
ま
す
。

問
健
康
介
護
課
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市
役
所

▼
会
場　
市
役
所
３
階
大
会
議
室
、
伊
自
良

支
所
、
美
山
支
所
、
美
山
中
央
公
民
館

▼
期
間　
２
月
14
日（
金
）〜
３
月
17
日（
月
）

▼
受
付
時
間　
９
時
〜
16
時

税
務
署

▼
会
場　
マ
ー
サ
21
４
階
マ
ー
サ
ホ
ー
ル

（
岐
阜
市
正
木
中
一
丁
目
２
―
１
）

※
申
告
期
間
中
は
税
務
署
で
は
受
付
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　
２
月
14
日（
金
）〜
３
月
17
日（
月
）

▼
受
付
時
間　
９
時
〜
17
時

確
定
申
告
相
談
日
程
表

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談

▼
期
間　
２
月
17
日（
月
）〜
20
日（
木
）

▼
時
間　
９
時
30
分
〜
正
午
、
13
時
〜

16
時

申
告
書
は
作
成
に
時
間
が
か
か
る
の

で
、
15
時
ま
で
に
受
付
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

▼
場
所　
市
役
所
３
階
大
会
議
室

▼
対
象
者

①
前
年
分
の
所
得
金
額（
青
色
事
業
専

従
者
給
与
額
・
青
色
申
告
特
別
控
除
額

ま
た
は
事
業
専
従
者
控
除
額
を
控
除
す

る
前
）が
３
０
０
万
円
以
下
の
人

②
消
費
税
課
税
事
業
者
の
場
合
は
、
基

準
期
間（
平
成
23
年
分
）の
課
税
売
上
高

が
３
，０
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
①

に
該
当
す
る
人

③
給
与
所
得
者
お
よ
び
年
金
所
得
者
の

人
　
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
当
会

場
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
税
務

署
の
確
定
申
告
会
場（
マ
ー
サ
21
４
階

マ
ー
サ
ホ
ー
ル
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
消
費
税
の
相
談
に
あ
た
り
、
計
算
が

複
雑
で
あ
っ
た
り
、
記
帳
お
よ
び
記
録

の
保
存
状
況
が
著
し
く
不
備
で
あ
っ
た

り
す
る
人

②
譲
渡
所
得
、
山
林
所
得
、
贈
与
税
を

申
告
す
る
人

月日 曜日 会場 月日 曜日 会場

2
　
　
月

14日 金 ・市役所
・伊自良支所 ・マーサ21

3
　
　
月

1日 土 － －

15日 土 － － 2日 日 － ・マーサ21
（休日相談日）

16日 日 － － 3日 月

・市役所 ・マーサ21
17日 月 ・市役所

・伊自良支所

・マーサ21

4日 火

18日 火 ・市役所
・美山支所

5日 水
19日 水 6日 木
20日 木 ・市役所

・美山中央公民館
7日 金

21日 金 8日 土 － －
22日 土 － － 9日 日 － －

23日 日 ・市役所
（休日相談日  9時〜16時）

・マーサ21
（休日相談日） 10日 月

・市役所 ・マーサ21
24日 月 ・市役所

・マーサ21

11日 火

25日 火 ・市役所
（夜間窓口開設日  20時まで） 12日 水

26日 水 ・市役所 13日 木
27日 木 ・市役所 14日 金
28日 金 ・市役所 15日 土 － －

16日 日 － －
17日 月 ・市役所 ・マーサ21

問税務課　℡22―6822
　岐阜北税務署（個人課税部門・資産税課部門）
　℡058―262―6131

所得税・消費税・贈与税の
確定申告書の作成は、国
税庁ホームページ（http://

www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成
コーナー」をご利用ください。また、贈与
税以外は「確定申告書等作成コーナー」か
ら直接電子申告することもできます。

自宅のパソコンでも
申告できます
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山
県
市
の「
豊
か
な
自
然
と
活
力
あ
る

都
市
と
の
調
和
」
を
目
指
す
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
人
な
ど
か

ら
の「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金（
ふ
る
さ
と

納
税
）」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
山
県
」を
応
援
し
た
い
と
い

う
市
内
外
の
親
せ
き
や
知
人・友
人
へ
も
、

ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

寄
附
金
額
の
う
ち
、
２
，０
０
０
円
を

超
え
る
額
に
つ
い
て
は
税
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
個
人
住
民
税
所
得

割
額
の
１
割
程
度
が
税
額
控
除
の
上
限
と

な
り
ま
す
。

①健やかで安らかなまちづくり事業
②便利で快適なまちづくり事業
③豊かで美しい自然を守るまちづくり事業
④活力あふれる産業のまちづくり事業
⑤豊かな心と文化をはぐくむ事業
⑥新しい未来をつくるまちづくり事業
⑦市長おまかせ・ふるさとまるごと支援事業

　
寄
附
金
は
、
ご
寄
附
い
た
だ
く
人
の
意

思
に
基
づ
き
、
基
本
的
に
翌
年
度
以
降
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
寄
附
い
た

だ
く
際
は
、
原
則
と
し
て
次
の
メ
ニ
ュ
ー

の
中
か
ら
指
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
附
に
よ
る
税
額
控
除

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
使
い
道

山県市ふるさと応援寄附金の寄附状況

平成25年度山県市ふるさと応援寄附金の活用

あ
な
た
の
ふ
る
さ
と「
山
県
」を
応
援
し
て
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
納
税
（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
）
募
集
中

問
総
務
課
℡
22
―
６
８
２
0

　多くの皆さんからご寄附いただき誠にありがとうございました。ふるさと応援寄
附金の状況を公表します。
■寄附件数と寄附金額

■ご寄附いただいた人の氏名など（寄附申込順）

　平成24年中にいただいたご寄附につきましては、平成25年度に次のとおり活用
させていただきました。

期　間 寄附件数 寄附金額
平成25年1月〜12月 8件 837,500円

寄附者 住　所 寄附金額 使途指定
匿名希望 - 100,000円 健やかで安らかなまちづくり事業

株式会社平和堂様 彦根市 102,000円 豊かで美しい自然を守るまちづくり事業
匿名希望 - 500円 豊かな心と文化をはぐくむ事業
匿名希望 - 10,000円 豊かな心と文化をはぐくむ事業
匿名希望 - 5,000円 健やかで安らかなまちづくり事業
桐山幸浩様 名古屋市 100,000円 新しい未来をつくるまちづくり事業
匿名希望 - 20,000円 市長おまかせ・ふるさとまるごと支援事業
鳥澤英紀様 山県市 500,000円 健やかで安らかなまちづくり事業

※お名前とご住所は、事前に了承された人のみ公表しています。

活用事業 件数 金額 内　　容
豊かで美しい自然を守るまちづくり事業 2 113,634円 環境保全のための監視など
健やかで安らかなまちづくり事業 2 374,100円 地域福祉計画の推進
豊かな心と文化をはぐくむ事業 2 1,010,000円 古田紹欽記念館の施設運営

5 広報やまがた 2014. 2
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山県市消防協会長表彰
勤労章（勤続７年）

【消防団】 小山泰弘　岡田真太　大野　憲　山田博康
　西森稚徒　若井健吾　平野雅賴　山本哲也
　加藤泰男　玉井崇量　武藤政臣　玉井伸吾
　横山武史　横山友哉　棚橋和彦　田中大道
　岩橋　淳　吉田憲正　上野　諒　大野俊樹　
　長野　輔　宮川智樹　長野賢太　長野達矢
　永田裕也　宮川裕一　山田将弘　野々村亮蔵
　矢口敏光　田原雅士　足立正弥　長屋智士　
　木村康一　山元保彦　長野良祐　小原昌則　

【消防本部】　面手友樹　嶋井亮太　澤田隼人
感状表彰

【消防団】　山嶋昭洋　小林健太郎　杉山康明
　野村　智　堀田　裕　矢澤　巧　頼富高志
　深見弘明　東海法寛　神原啓志　佐野浩和
　髙橋義孝　棚橋芳隆　臼井喬仁　辻　謙一
　北村康平　早川幸司　木村将悟　恩田　隼　
　吉田大作　江崎貴哉　藤根寿光　

【消防本部】　山崎光隆
感謝状（第62回岐阜県消防操法大会出場選手）

【第１分団】　指揮者  笠井俊成　 1番員  田立全恒
　2番員  青山正広　 ３番員  蔵元孝児
　4番員  中村将也　 吸管補助員  深尾直人
山県市消防団長表彰（勤続５年）

【消防団】　佐藤博樹　平下正大　市原友輔
　堀田裕紀　恩田佳幸　横山大樹　鬼頭靖典
　藤垣昌樹　上野友裕　佐村伸一郎　棚橋知弘
　土田将成　佐野裕樹　三島　健　早川智也
　吉田宗功　小森広基　吉田雅人　江川正人
　荒深英雄　藤森勇一　山田真吾　古田　亨

　1月5日、四国山香りの森公園で消防出初式を行
い、次の皆さんが長年消防業務に尽力したことが
認められ表彰を受けました。（敬称略）

岐阜県知事表彰
永年勤続功労章　【消防本部】　中村浩二
勤続功労章　　　【消防本部】　桐山　武
功労賞

【消防団】　大野晋一朗　田中裕紀　土田和伸
　山口真也　堀　康隆　久保正志

【消防本部】　松浦真一
消防団員優秀家族賞
　江崎雅教（かえで）　野々村成明（友子）
　武藤展幸（麻里子）　松井善徳（貴代）
　服部英明（理沙）

財団法人岐阜県消防協会長表彰
勤労章（15年）

【消防団】　恩田康雄　小島裕二
功績章

【消防団】　臼井規浩　土田洋司　佐村太一
　野々村信幸　大野　憲　井亀賢一　小山晃史
　小森一輝　田中政成　横山敬隆

【消防本部】　松浦真一

山県市長表彰
勤労章（勤続10年）

【消防団】　江崎雅教　林　辰也　土井英樹
　山田吉和　土田伸也　宇野達彦　藤浪登志夫
　横山和彦　小森和典　野々村信幸　長屋範生
　大西一暢　松井友和　松井繁樹　服部英明

平成26年
消防出初式
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11
月
24
日
、
市
総
合
体
育
館
で
第
11
回

や
ま
が
た
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、

市
内
各
地
区
体
育
振
興
会
代
表
32
チ
ー
ム

の
参
加
で
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
の

解
消
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
行
っ
た
も

の
で
、
老
い
も
若
き
も
一
緒
に
な
っ
て
額

に
汗
を
に
じ
ま
せ
、
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る

選
手
の
姿
に
は
、
大
変
す
が
す
が
し
い
も

の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
午
前
の
部
・
男
子
の
部
】

優
勝  

乾
ボ
ー
イ
ズ（
乾
）

2
位  

大
桑（
大
桑
）

３
位  

チ
ー
ム
T
A
K
A
K
I（
西
武
芸
）

【
午
前
の
部
・
女
子
の
部
】

優
勝  

セ
ブ
ン（
富
岡
）　
２
位  

伊
自
良（
伊
自
良
）

３
位  

双
葉
台（
高
富
）

【
午
後
の
部
・
男
子
の
部
】

優
勝  

中
組（
富
岡
）　

２
位  

佐
賀
自
治
会（
高
富
）　

３
位　
富
波（
富
波
）

【
午
後
の
部
・
女
子
の
部
】

優
勝  

い
わ
桜
女
子（
美
山
）

２
位  

旭
ヶ
丘（
高
富
）

３
位  

ひ
ま
わ
り（
西
武
芸
）

　
９
月
22
日
、
桜
尾
小
学
校
で
桜
尾
地
区

市
民
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
午
前
中
に
小
学
校
の
運
動

会
が
あ
り
、
午
後
か
ら
の
市
民
運
動
会
で

は
、
玉
入
れ
や
綱
引
き
な
ど
で
老
若
男
女

を
問
わ
ず
楽
し
く
盛
り
上
が
り
、
思
い
出

に
残
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
富
波
地
区
体
育
振
興
会
は
、恒
例
の「
富

波
地
区
歩
け
歩
け
大
会
」
を
11
月
24
日
に

行
い
、風
も
な
く
穏
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
約
１
１
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
、
富
波
か
ら
相

原
・
白
山
神
社
ま
で
の
往
復
約
５
㎞
で
、

８
時
30
分
に
富
波
公
民
館
を
出
発
し
、
途

中
み
や
ま
の
森
で
休
息
。
折
り
返
し
地
点

の
相
原・白
山
神
社
で
は
宝
探
し
を
行
い
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
富

波
公
民
館
に
戻
り
昼
食
後
の
お
楽
し
み
抽

選
会
で
は
、
歓
声
や
笑
顔
が
絶
え
な
い
和

や
か
な
光
景
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
10
月
19
日
、
市
総
合
体
育
館
で
岐
阜
地

区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
修
会
が
行
わ

れ
、
１
４
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
市
か

ら
は
24
人
が
参
加
し
、
朝
日
大
学
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
部
総
監
督
の
新
井
祐
子
さ
ん
が

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
普
及
と
マ
ッ
プ
作
成

ス
ポ
ー
ツ
宅
急
便

乾ボーイズ中組

セブンいわ桜女子

や
ま
が
た
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

桜
尾
地
区
市
民
運
動
会

桜
尾
体
育
振
興
会

富
波
地
区
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

富
波
体
育
振
興
会

岐
阜
地
区（
後
期
）ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
研
修
会

生
涯
学
習
課

℡
22

−

6
8
4
5

に
向
け
て
」
と
題
し
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

や
寸
劇
を
取
り
入
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究

発
表
を
行
い
、
ま
た
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
研
修
を
担
当
し
、
参
加
者
に
紹
介
し
ま

し
た
。

　
11
月
29
日
と
30
日
、
飛
騨
・
世
界
生
活

文
化
セ
ン
タ
ー
で
東
海
四
県
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
研
究
大
会
が
行
わ
れ
、
市
か
ら
は

25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
功

労
者
表
彰
に
続
い
て
西
濃
運
輸
空
手
道
部

監
督
の
若
井
敦
子
さ
ん
が「
ス
ポ
ー
ツ
か

ら
学
ぶ
も
の
」と
題
し
講
演
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
市
の
研
究
発
表
で
、「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
普
及
と
マ
ッ
プ
作
成
に
向
け

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
市

民
の
健
康
の
維
持
増
進
に
効
果
的
で
あ
る

こ
と
や
、
高
齢
化
が
進
む
な
か
多
く
の
市

民
に
効
果
的
で
適
度
な
運
動
の
習
慣
化
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
発
表

し
ま
し
た
。

東
海
四
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

研
究
大
会



            まち●話題のT O P I C S

　
1
月
12
日
、
平
成
26
年
成
人
式
を
美
山

中
央
公
民
館
で
行
い
、
２
７
１
人
の
新
成

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
実
行
委
員
の
矢
川
慎
太
郎

さ
ん
と
舩
戸
理
沙
さ
ん
が
音
頭
を
と
っ
て

市
民
憲
章
を
唱
和
し
、
新
成
人
を
代
表
し

て
土
田
翔
太
さ
ん
と
佐
野
茜
さ
ん
が
二
十

歳
の
誓
い
を
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。
出
席

し
た
新
成
人
は
、
終
始
真
剣
な
面
持
ち
で

式
典
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
終
了
後
は
、
新
成
人
10
人

が
実
行
委
員
と
な
っ
て
企
画
し
た
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
旧
友
や
恩
師
と
歓

談
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
12
月
３
日
、
西
深
瀬
の
慈
明
院
で
能
楽

に
親
し
む
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ど
ん
ぐ
り

会
に
委
託
す
る
閉
じ
こ
も
り
予
防
事
業

「
男
の
生
き
が
い
教
室
」
の
行
事
の
ひ
と

つ
。
滋
賀
の
観
世
流
シ
テ
方
重
要
無
形
文

化
財
保
持
者
で
能
楽
師
の
馬
野
義
男
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ

る
能
楽
の
歴
史
や
技
法
、
能
面
な
ど
の
紹

介
が
あ
り
、
装
束
を
ま
と
っ
た
実
演
も
あ

り
ま
し
た
。

　
普
段
見
る
機
会
の
少
な
い
伝
統
芸
能
に

触
れ
た
参
加
者
は
、
馬
野
さ
ん
の
話
や
実

演
に
見
入
っ
た
様
子
で
し
た
。

　
男
の
生
き
が
い
教
室
に
興
味
の
あ
る
人

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ど
ん
ぐ
り
会（
℡
52
─

２
５
１
２
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
12
月
11
日
、
平
成
27
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
勉

強
会
が
、美
山
中
央
公
民
館
で
あ
り
ま
し
た
。

　
新
制
度
は
、
子
育
て
に
関
す
る
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
社
会
全
体
で
子
育
て
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
消
費
税
率
引
上
げ

に
よ
る
増
収
分
の
一
部
を
財
源
と
し
ま
す
。

　
勉
強
会
で
は
内
閣
府
の
職
員
が
講
師
と

な
り
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も

園
の
違
い
や
、
新
制
度
で
変
更
と
な
る
点

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
中
の
母
親
な
ど
約
25
人
の
参
加

者
は
、講
師
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

新
制
度
や
認
定
こ
ど
も
園
に
強
い
関
心
を

持
っ
た
様
子
で
し
た
。

　
12
月
２
日
、
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
市
と
山
県
医
師
会
共
催
に
よ
る
介

護
予
防
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
で
は
、
岐
阜
大
学
医
学
部
の

脊
椎（
せ
き
つ
い
）骨
関
節
再
建
外
科
医
の

宮
本
敬
さ
ん
が「
腰
痛
の
治
療
と
自
己
管

理
」
を
テ
ー
マ
に
腰
痛
の
原
因
と
な
る
疾

患
や
治
療
方
法
、
医
師
が
手
術
を
勧
め
る

目
安
な
ど
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
腰
痛
は
た
と
え
手
術
を
し
て
も
完

治
が
難
し
い
た
め
、
予
防
す
る
こ
と
が
大

切
」と
話
し
ま
し
た
。

　
講
演
後
半
で
は
腰
痛
を
予
防
す
る
た
め

の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の

簡
単
な
運
動
が
紹
介
さ
れ
、
１
０
０
人
を

超
え
る
聴
講
者
が
講
師
の
か
け
声
と
と
も

に
一
緒
に
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

二
十
歳
の
誓
い
を
胸
に

平
成
26
年
成
人
式

伝
統
芸
能
で
教
養
を
深
め
る

男
の
生
き
が
い
教
室

認
定
子
ど
も
園
っ
て
な
あ
に
？

子
育
て
支
援
新
制
度
勉
強
会

腰
痛
予
防
の
コ
ツ
を
学
ぶ

介
護
予
防
講
演
会
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12
月
20
日
、
伊
自
良
南
小
学
校
４
年
生

と
中
国
吉
林
省
和
龍
市
の
頭
道
新
興
小
学

校
４
年
生
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を

使
っ
た
遠
隔
交
流
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
事
業
で
は
、「
身
近
な
川
に

つ
い
て
考
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
伊
自

良
南
小
児
童
は
伊
自
良
川
を
、
頭
道
新
興

小
児
童
は
近
く
を
流
れ
る
海
ら
ん
江
を
、

そ
れ
ぞ
れ
に
生
息
す
る
生
き
物
や
歴
史
な

ど
を
混
じ
え
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
頭
道
新
興
小
は
北
海
道
と
ほ
ぼ
同
じ
緯

度
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
冬
場
は
凍
っ

た
海
ら
ん
江
で
ス
キ
ー
が
で
き
る
話
な

ど
、
伊
自
良
南
小
児
童
た
ち
は
興
味
深
そ

う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

山
県
市
合
併
10
周
年
記
念
「
高
富
中

大
音
楽
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」
が
、
12
月

21
日
に
高
富
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
音
楽
祭
は
、
各
学
年
の
合
唱
や
高

富
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
山
県
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
奏
が
あ

り
、
保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど
が
多
く
訪

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ゴ
ス
ペ
ル
合
唱
団
の

「
ア
ノ
イ
ン
テ
ッ
ド
・
マ
ス
ク
ワ
イ
ヤ
ー
」

が
踊
り
や
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露

し
、
生
徒
や
来
場
者
は
一
緒
に
手
拍
子
を

し
た
り
踊
っ
た
り
し
て
楽
し
み
、
会
場
は

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

伊
自
良
南
小
が
中
国
の
小
学
校
と

ネ
ッ
ト
交
流

音
楽
の
楽
し
さ
を
地
域
で
共
有

岐阜北ライオンズクラブ
大型紙芝居などを寄贈

グラウンド・ゴルフ協会
げんき広場を清掃

ドラゴンズジュニアに
選出

　
岐
阜
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
ピ
ッ
コ
ロ
療

育
セ
ン
タ
ー
で
読
み
聞
か
せ
な
ど
に
使
っ
て
ほ
し

い
と
大
型
紙
芝
居
と
絵
本
14
冊
を
市
へ
寄
贈
し
、

12
月
13
日
、
会
長
の
長
屋
幸
典
さ
ん
と
会
員
が
市

長
へ
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
長
屋
会
長
ら
は
同
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

た
ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会
に
も
参
加
し
、
通
所
す
る

子
ど
も
た
ち
が
紙
芝
居
を
職
員
に
読
ん
で
も
ら
い

喜
ぶ
姿
を
見
守
り
ま
し
た
。

　
12
月
５
日
、
山
県
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
員
約
50
人
が
、
み
ん
な
の
げ
ん
き
広
場
一
帯
で

落
ち
葉
拾
い
な
ど
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
、
日
曜
日
以
外
の
毎
日
、
会
場
を
変

え
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

会
長
の
山
内
文
夫
さ
ん
は
、「
健
康
で
い
ら
れ

る
よ
う
に
、
毎
日
、
用
事
と
行
く
場
所
を
つ
く
る

こ
と
が
大
切
。
い
つ
も
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る

の
で
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
き
れ
い
に
し
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
原
田
和
紀
さ
ん（
富
岡
小
⑥
）が
、
中
日
ド
ラ
ゴ

ン
ズ
ジ
ュ
ニ
ア
に
選
ば
れ
、
札
幌
ド
ー
ム
で
行
わ

れ
る
N
P
B
12
球
団
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

２
０
１
３
に
出
場
す
る
た
め
、
12
月
５
日
市
長
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

内
野
手
と
し
て
選
ば
れ
た
原
田
さ
ん
は
、「
家

族
や
関
係
者
の
協
力
の
お
か
げ
で
選
ば
れ
た
。
全

力
で
プ
レ
ー
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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絵
本
と
遊
ぶ
世
界

「
え
ほ
ん
の
せ
か
い
に
と
び
こ
も
う
!

は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
編
」

　
市
内
在
住
の
鷲
見
ゆ
か
り
さ
ん
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
絵
本
の
世
界
に
入
り
、
歌
っ
た
り

踊
っ
た
り
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　
３
月
７
日（
金
）11
時
～

▼
場
所　
図
書
館
本
館
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
対
象　
乳
幼
児
の
親
子

▼
定
員　
親
子
20
組（
申
込
制
・
先
着
順
）

▼
申
込
期
間　
２
月
１
日（
土
）～

　
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了

▼
用
意
す
る
物　
動
き
や
す
い
服
装

子
ど
も
の
市
展
開
催

　

美
術
館
で
、
市
内
小
中
学
生
の
書

道
・
絵
画
な
ど
の
優
秀
作
品
を
展
示
し

ま
す
。（
入
場
無
料
）

▼
期
間　
２
月
１
日（
土
）～
28
日（
金
）

図
書
館
上
映
会
の
お
知
ら
せ

　
図
書
館
本
館
で
は
シ
ア
タ
ー
セ
ッ
ト

に
よ
る
子
ど
も
向
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
を

入
場
無
料
で
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
日
時　
２
月
23
日（
日
）10
時
30
分
～

▼
ア
ニ
メ　
「
チ
ッ
プ
と
デ
ー
ル　

リ

ス
の
い
た
ず
ら
合
戦
」（
53
分
）

美しく生きることを生涯追求した古田紹欽さんが私たちに問いかけるものとは…？

紹欽さんの

● 今月のひとこと　「山、人を見る」
　山庵に住んで四季折々の野草の花を見る。その花を見るごとに、自分が花の方から見られている想いを時
にいだく。自分は自分であるが、その自分には、見られているもう一人の自分があるということである。花
を見て美しいと思う自分が、花の方から眺めて、果たして自分を美しいと見るかどうか。この場合、山のよ
うな巨大なものから、自分が見られたとしたら、その見る目は厳しい。
　雑木林の木々からも、庭の野葉からもつねに自分は見られていると思うと、自分が自分に納得の出来る自
分でありたいという願いを切にもつ。

古田紹欽「我生きて今ある命を」  思文閣出版参照

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ  
花
咲
き
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド【問い合わせ先】

  花咲きホール
  ℡36-2323　FAX36-2777

チケット取扱場所　花咲きホール　市役所会計課
　　　　　　　　　高富・美山中央公民館
チケット取扱時間　開館時間  9時～17時（閉館・休館日を除く）

〈今後のイベント〉
和楽祭2014（wagaku-sai）
◆日時　3月23日（日）
　13時開場　13時30分開演
◆入場料　500円（全自由席）
◆主催　和太鼓　高富青雲組
◆後援　市教育委員会
問090-1981-6703　伊藤

山県市役所ロビーコンサート
「ランチタイムコンサート」
◆日時　2月19日（水）
　　12時〜12時45分
◆出演　嶋津恵子（声楽）

春音（HARUOTO）
〜日だまりのような麗らかで
優しい音色に包まれて〜
◆日時　3月2日（日）
　13時30分開場　14時開演
◆入場料　500円（全自由席）
◆出演　林みゆき（ピアノ）樋
口健司（ピアノ）三品拓人（ピ
アノ）有田有希（ヴァイオリ
ン）松井裕樹（ピアノ伴奏）ム
ジカ・アモーレ［大村絵里・
土方京子・嶋津恵子（声楽）］
民谷美緒（ピアノ伴奏）
◆主催　市教育委員会

山県市重要無形民俗
文化財講演・舞台公演会
◆日時　2月23日（日）
　9時30分開場　10時開演
◆入場料　無料（要整理券）
◆講演　清水昭男氏（民俗学
有識者）「無形民俗文化財を
大事にする意義とは」
◆舞台公演　柿野獅子神楽、
伊自良十六拍子、乾音頭、葛
原太鼓踊り、立華、北山雨乞
い太鼓・雨乞い踊り
◆主催　市重要無形民俗文化
財伝承活用事業実行委員会
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■材料（2人分）
炊きたてご飯  ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 茶碗3杯分
ちらし寿司の素（市販品） ••••••••••• 1袋（2～3人前）
菜の花 •••••••••••••••••• 80g 卵  •••••••••••••••••••••••••••••••2個
さけフレーク •••••適量 サラダ油  •••••••••••••••• 少々
水  ••••••••••••••••••• 500ml 塩  •••••••••••••••••••••小さじ１

①ボールでご飯とちらし寿司の素を混ぜ合わせ、冷
ましておく。

②フライパンにサラダ油を入れて中火で熱し、溶き
卵を入れていり卵を作る。

③なべに水と塩を入れ、沸騰したら菜の花を加えて
30秒ゆで、ザルに上げて水で冷やし、水気をとる。

④菜の花のつぼみを飾り用に1～2㎝切っておき、
茎と葉は小口切りにしてちらし寿司に混ぜる。

⑤ラップを広げ、菜の花のつぼみを中心に置く。周
りにいり卵とさけフレークを円形に置き、その上
にちらし寿司をのせ、茶きん絞りにする。

作り方

菜の花の手まり寿司ぱぱっと
簡単レシピ

健康介護課 ℡22-6839

に
重
ね
て
着
る
こ
と
か
ら「
着
更
着
」と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
草
木
の
芽
が

張
り
出
す
月「
草
木
張
り
月
」が
転
じ
た
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
芽
吹
く
野
菜
が
顔

を
出
し
て
き
ま
す
。
小
さ
い
黄
色
い
花
を

つ
け
る
菜
の
花
は
、
つ
ぼ
み
、
茎
、
葉
を

食
べ
る
花
野
菜
で
す
。
独
特
な
苦
み
が
冬

に
溜
ま
っ
た
脂
肪
や
老
廃
物
を
出
し
、
春

の
体
へ
と
目
覚
め
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。「
春

は
苦
味
を
盛
れ
」と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、

実
は
こ
の
苦
味
に
こ
そ
、
冬
か
ら
春
の
体

に
変
わ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
働
き
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
２
月
は「
如
月（
き
さ
ら
ぎ
）」と
い
い
ま

す
が
、
こ
の
由
来
は
寒
さ
で
着
物
を
さ
ら

毎日１回15分間放送
毎週月曜日	 20:15～20:30
毎週火曜日	 10:45～11:00
毎週水曜日　		6 :00～	6	:15
毎週木曜日	 20:15～20:30
毎週金曜日	 20:15～20:30
毎週土曜日	 13:45～14:00
毎週日曜日	 11:45～12:00

地上デジタル放送12chのチャンネル長良川

山県市広報番組 
企画財政課　℡22-6825

画像提供：CCN　チャンネル長良川

毎日２回15分間放送
6:00～6:15　19:00～19:15

地上デジタル放送11chのチャンネル長良川11

リポーターの堺梨乃です。今月の放送内容はこちら。

●「平成26年成人式」を紹介します。

●「元気もりもり！やまがたっ子」では、「伊自良南
小学校」を紹介します。
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日
日
雇
用
職
員
募
集

学
校
給
食
調
理
員

▼
募
集
人
員　
若
干
人

▼
賃
金　

日
額
５
，
７
０
０
円（
時
給

９
５
０
円
）

▼
勤
務
内
容　
学
校
給
食
調
理

▼
勤
務
地　
市
内
小
中
学
校

▼
勤
務
日　
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　
春
・
夏
・
冬
休
み
中
は
休
み
あ
り

▼
勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
15
時
15
分

（
実
働
６
時
間
）

▼
雇
用
期
間　
平
成
26
年
４
月
１
日
～
平

成
27
年
３
月
31
日

▼
資
格
・
条
件　
18
歳
以
上
で
健
康
な
人

▼
保
険　
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
加
入

▼
応
募
方
法　
２
月
21
日（
金
）ま
で
に
写

真
を
は
り
付
け
た
履
歴
書
を
学
校
教
育
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
℡
22
―
6
8
4
4

公
共
施
設
清
掃
等
作
業
員

▼
募
集
人
員　
１
人

▼
賃
金　

日
額
５
，
９
５
０
円（
時
給

８
５
０
円
）

▼
勤
務
内
容　
市
内
公
園
施
設
な
ど
の
清

掃
、
除
草
作
業
な
ど

▼
勤
務
地　
市
の
指
定
す
る
場
所

▼
勤
務
日　
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

▼
勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
16
時
30
分

（
実
働
７
時
間
）

▼
雇
用
期
間　
平
成
26
年
４
月
１
日
～
平

成
27
年
３
月
31
日

▼
資
格
・
条
件　
健
康
に
自
信
が
あ
り
普

通
自
動
車
運
転
免
許（
Ａ
Ｔ
車
限
定
免
許

不
可
）を
有
す
る
人

▼
保
険　
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
加
入

▼
応
募
方
法　
２
月
25
日（
火
）ま
で
に
写

真
を
は
り
付
け
た
履
歴
書
を
建
設
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
℡
22
―
6
8
3
2

保
育
園
臨
時
保
育
士

▼
募
集
人
員　
若
干
人

▼
賃
金　
日
額
８
，
５
２
５
円（
時
給
１
，

１
０
０
円
）

▼
勤
務
内
容　
保
育
園
保
育

▼
勤
務
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
勤
務
日
に
よ
っ
て
、
７
時
30
分
～
16
時

15
分
な
ど
変
則（
シ
フ
ト
）勤
務
の
場
合
も

地震時の行動マニュアル

　「緊急地震速報」が鳴ったとき、あなたはどのよ
うな行動をとりますか。緊急地震速報は、地震に
よる強い揺れ(震度5弱以上)を事前に知らせるため
の情報です。ごく短い時間ですが、その数秒から
数十秒を活用すれば、被害を軽減することができ
ます。
　緊急地震速報をテレビ、ラジオ、携帯電話など
で見聞きしたら、まわりの人に声をかけながら周
囲の状況に応じて、慌てずにまず身の安全を確保
することを心がけましょう。

【家や施設にいる場合】
・慌てて外に飛び出さない。頭を保護し、大きな家具
などから離れて机の下などに隠れる。
・その場で火を消せる場合は火の始末をする。火元か
ら離れている場合は無理して火を消そうとしない。
・ドアや窓を開けて、避難出口を確保する。
・施設にいるときは、慌てて出口に殺到せず施設のス

ダイヤル 119 火災・救急・救助は119　消防本部 ℡22-0119

タッフの指示に従う。
・屋内の安全な場所とは、落ちてこない、倒れてこない、
移動してこない場所。

【屋外にいる場合】
・ブロック塀の倒壊、自動販売機の転倒、ビルの看板
やガラスなどの落下に注意する。
・垂れ下がっている電線、ガス漏れしている場所には
絶対に近づかないようにする。
・道路が液状化や陥没している場合は近づかず回り道
する。

【移動中の場合】
・自動車運転中は、ハザードランプを点灯してまわり
の車に注意を促した後、急ブレーキ、急ハンドルは避
けて左へ寄って停止する。
・エレベーター利用中は、最寄りの階に停止させすぐ
に降りる。

お
知
ら
せ
広
場
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あ
り（
実
働
７
時
間
45
分
）

▼
勤
務
地　
市
内
保
育
園

▼
雇
用
期
間　
平
成
26
年
４
月
１
日
～
平

成
27
年
３
月
31
日

▼
勤
務
日　
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

▼
資
格
・
条
件　
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼

稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人

▼
保
険　
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
加
入

▼
応
募
方
法　
２
月
21
日（
金
）ま
で
に
写

真
を
は
り
付
け
た
履
歴
書
と
資
格
証
明
書

の
写
し
を
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
℡
22
―
6
8
3
7

学
習
支
援
員
等
講
師
募
集

　
市
内
の
小
中
学
校
で
児
童
生
徒
の
支
援

を
す
る
講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
す
る
講
師　

　
主
に
学
習
を
支
援
す
る
講
師

　
①
学
習
支
援
員　
②
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー

　
主
に
生
活
相
談
を
担
当
す
る
講
師

　
③
教
育
相
談
員　
④
生
活
相
談
員

　
主
に
読
書
生
活
を
支
援
す
る
講
師

　
⑤
読
書
指
導
員

※
雇
用
条
件
な
ど
は
講
師
の
種
類
に
よ
っ

て
違
い
が
あ
り
ま
す
。
講
師
を
希
望
す
る

人
は
、
市
の「
人
材
バ
ン
ク
」へ
の
登
録
が

必
要
で
す
。　

問
学
校
教
育
課
℡
22
―
6
8
4
4

不
動
産
無
料
相
談
会

　
所
有
し
て
い
る
土
地
や
家
屋
な
ど
不
動

産
に
関
す
る
悩
み
や
疑
問
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

▼
日
時　
２
月
14
日（
金
）　
13
時
～
16
時

▼
会
場　
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

▼
相
談
担
当　
岐
阜
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
岐
阜
北
支
部
会
員

問
市
民
環
境
課
℡
22
―
6
8
2
8

国
民
年
金
保
険
料「
２
年
前
納

(
口
座
振
替)

」の
納
付

　

平
成
26
年
４
月
の
口
座
振
替
分
か
ら
、

割
引
額
の
よ
り
大
き
な
２
年
前
納
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
２
年
前
納（
口
座
振
替
）の
メ
リ
ッ
ト

・
２
年
間
で
１
４
，
０
０
０
円
程
度
の
割

引
と
な
り
ま
す
。

・
２
年
前
納
分
の
全
額
が
そ
の
年
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
２
年
前
納
は
口
座
振
替
の
み
利

用
が
可
能
で
す
。
申
込
期
限
は
毎
年
２
月

末
日
ま
で
で
す
。

問
岐
阜
北
年
金
事
務
所

℡
0
5
8
―
2
9
4
―
6
3
6
7

自
衛
官
等
募
集

問
岐
阜
地
方
協
力
本
部
岐
阜
募
集
案
内
所

℡
0
5
8
―
2
6
2
―
1
8
1
8

お知らせ広場

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

幹部
候補生

一般 22歳以上26歳未満
2月1日㈯

〜4月25日㈮ 5月10日㈯
歯科
薬剤 20歳以上30歳未満

予備
自衛官補

一般 18歳以上34歳未満
1月8日㈬

〜4月2日㈬

4月11日㈮
〜15日㈫のうち

指定する1日技能 18歳以上
（国家資格保有）
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岐
阜
県
交
通(

犯
罪
被
害)

遺
児

激
励
金
支
給
事
業

　
岐
阜
県
で
は
、
交
通（
犯
罪
被
害
）遺
児

に
激
励
金
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

　
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
人
が
支
給

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
５
月
５
日
現
在
、
岐
阜
県
内
に
居
住
し

て
お
り
交
通
事
故（
犯
罪
被
害
）で
、
そ
れ

ま
で
生
計
を
共
に
し
て
い
た
父
ま
た
は
母

（
す
で
に
父
母
を
亡
く
し
て
い
る
場
合
は
、

そ
れ
に
代
わ
る
人
）を
亡
く
し
た
人

・
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
人
と
高
等
学
校

在
学
中（
高
等
専
門
学
校
３
年
修
了
ま
で

の
人
、
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
在
学
中

の
人
を
含
む
）で
満
20
歳
未
満
の
人

※
交
通（
犯
罪
被
害
）遺
児
と
な
っ
た
後
、

養
子
縁
組
し
た
人
や
父
ま
た
は
母
が
再
婚

し
生
計
を
共
に
し
始
め
た
人
は
除
き
ま
す
。

▼
激
励
金
の
額（
１
人
当
た
り
）

・
乳
幼
児
・
小
学
生　
１
５
，
０
０
０
円

・
中
学
生　
２
０
，
０
０
０
円

・
高
校
生
な
ど　
２
５
，
０
０
０
円

※
申
請
時
か
ら
高
等
学
校
等
就
学
中（
20

歳
未
満
）ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
申
込
期
限　
３
月
７
日（
金
）

問
企
画
財
政
課
℡
22
―
6
8
2
5

自動販売機設置の市有財産賃貸借を一般競争入札

賃貸借期間
平成26年４月１日〜平成28年３月31日
入札参加資格
　法人その他の団体または個人とし、飲料メーカー
企業、ベンダー企業または飲料水を扱っている業者
などで、自動販売機の設置および管理業務を履行で
きる能力があると認められる、次の各号に掲げる要
件を満たすものであれば参加できます。
(1)地方自治法施行令(昭和22年政令第16号)第167条
の4の規定に該当しないこと。
(2)山県市入札参加資格者名簿(建設工事以外)に登載
されていること。
(3)山県市が行う契約からの暴力団排除に関する措置
要綱第3条(平成22年山県市訓令甲第13号)に規定す
る排除措置対象法人等に該当しないこと。
(4)法人にあっては、岐阜県内に本店、支店または営
業所を有し、個人にあっては岐阜県内で事業を営ん
でいること。

(5)自動販売機の設置業務において、自ら管理・運営
する3年以上の実績を有していること。
(6)法令などの規定により販売について許認可などを
要する場合は、該当する許認可などの免許を有して
いること。
入札説明書の交付期間・交付場所
　2月3日(月)〜2月14日(金)　8時30分〜17時
(ただし、土日祝日は除く)
　山県市役所２階総務課
入札参加申込期間・申込場所
　２月３日(月)〜２月21日(金)　８時30分〜17時
(ただし、土日祝日は除く)
　山県市役所２階総務課
入札および開札日時・場所
　3月6日(木)13時30分から物件ごとに行います。
　山県市役所3階304会議室

問総務課℡22-6820

物件番号 所在地 設置する施設 設置場所 台数 予定価格（賃貸借料の総額、税抜き）
1 高木1000番地1 山県市役所 1階ロビー（屋内） 1 141,544円
2 大桑142番地 おおが健康広場 南側（屋外） 1 1,156円
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新
築
等
祝
金
事
業

　
新
築
等
祝
金
事
業
の
申
請
を
忘
れ
て
い

ま
せ
ん
か
。
次
に
該
当
す
る
場
合
、
祝
金

を
支
給
し
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者　
平
成
24
年
中
に
市
内
建

設
業
者
の
施
工
で
住
宅
、
工
場
な
ど
を
新

築
・
増
築
し
た
人
や
市
内
に
住
宅
、
工
場

な
ど
を
取
得
し
て
移
住
し
た
人

▼
祝
金
の
額　

固
定
資
産
税
相
当
額
を

「
山
県
ま
ち
づ
く
り
振
興
券
」で
交
付（
１
，

０
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
新
築
等
祝
金
支
給
申
請
書（
建
設
課
窓

口
に
あ
る
ほ
か
市
H
P
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

・
工
事
請
負
契
約
書
ま
た
は
売
買
契
約
書

の
写
し

▼
申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

建
設
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
℡
22
―
6
8
3
2

自
動
車
の
名
義
変
更・住
所
変
更・

廃
車
な
ど
の
手
続
き
は
お
早
め
に

　
毎
年
、
３
月
は
窓
口
が
大
変
混
雑
す
る

た
め
早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
自
動
車
の
登
録
な
ど
に
関
す
る
手
続

き
は
、
次
の
機
関
に
尋
ね
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
届
出
関
係

①
普
通
自
動
車
・
１
２
５
㏄
を
超
え
る
二

　
輪
車

　
中
部
運
輸
局
岐
阜
運
輸
支
局

　
℡
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
５
３

②
軽
自
動
車（
三
輪
・
四
輪
）

　
軽
自
動
車
検
査
協
会
岐
阜
事
務
所

　
℡
０
５
８
―
３
９
４
―
０
２
３
２

③
原
動
機
付
自
転
車（
１
２
５
㏄
以
下
・

ミ
ニ
カ
ー
）・
小
型
特
殊
自
動
車（
農

耕
用
・
そ
の
他
）

　
税
務
課
℡
22
―
６
８
２
２

▼
税
金
関
係

①
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税

　
岐
阜
県
自
動
車
税
事
務
所

　
℡
０
５
８
―
２
７
９
―
３
７
８
１

②
軽
自
動
車
税（
二
輪
車
含
む
）

　
税
務
課
℡
22
―
６
８
２
２

税
務
職
員
を
装
っ
た
者
か
ら
の

不
審
な
電
話
に
注
意
を

　
国
税
局
や
税
務
署
の
職
員
を
名
乗
る
者

か
ら
電
話
が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
年
金

受
給
調
査
と
称
し
て
、年
齢
や
家
族
構
成
、

預
金
残
高
、
口
座
情
報
な
ど
を
聞
き
出
そ

う
と
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
即
答

を
避
け
、
相
手
の
所
属
部
署
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
確
認
し
た
う
え
で
一
旦
電
話
を
切

り
税
務
署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
岐
阜
北
税
務
署
総
務
課

℡
0
5
8
―
2
6
2
―
6
1
3
1

※
電
話
は
自
動
音
声
に
よ
り
案
内
し
て
い

ま
す
の
で「
２
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

お知らせ広場

Pick up!

　美山地域内の河川渓流釣りを楽
しんでみませんか。
　自然を満喫できる絶好の漁場が
魅力です。

問美山漁業協同組合
　℡55−3121
　http://www2.ocn.ne.jp/˜miyamag

２月23日(日)
あまご釣り解禁
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香
り
会
館
だ
よ
り

○
つ
る
か
ご
教
室

　
毎
年
人
気
の
教
室
で
す
。
午
前
中
に
山

へ
つ
る
を
取
り
に
行
き
、
ハ
ー
ブ
レ
ン
ド

で
と
っ
て
お
き
の
ラ
ン
チ
を
楽
し
ん
だ

後
、
つ
る
か
ご
作
り
を
行
い
ま
す
。
電
話

で
希
望
の
日
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
３
月
６
日（
木
）、
７
日（
金
）、

８
日（
土
）各
日
10
時
～
15
時
ご
ろ

▼
参
加
費　
３
，
５
０
０
円（
か
ご
１
つ
、

花
台
１
つ
、
ラ
ン
チ
付
き
）

▼
定
員　
各
日
15
人

▼
持
ち
物　
軍
手
、つ
る
を
切
る
ハ
サ
ミ
、

の
こ
ぎ
り（
家
に
あ
る
人
）、
動
き
や
す
い

服
装

問
香
り
会
館
℡
22
―
5
4
0
0

　

隣
接
す
る
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
ハ
ー
ブ
レ

ン
ド（
℡
27
―
３
９
４
４
）で
は
、
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

［
毎
週
火
曜
日
は
休
館
日
］

高
富
地
区
公
民
館
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
公
民
館
の
講
座
・
サ
ー
ク
ル
の
舞
台
発

表
・
作
品
展
示
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

第
29
回
高
富
公
民
館
生
涯
学
習
発
表
会

▼
日
時　
２
月
16
日（
日
）９
時
～
16
時

▼
場
所　
高
富
公
民
館

問
高
富
公
民
館
℡
22
―
5
5
1
0

平
成
25
年
度
梅
原
公
民
館
学
習
発
表
会

▼
日
時　
２
月
23
日（
日
）９
時
～
16
時
30
分

▼
場
所　
梅
原
公
民
館

問
梅
原
公
民
館
℡
22
―
2
0
9
9

平
成
25
年
度
富
岡
公
民
館
学
習
発
表
会

▼
日
時　
3
月
2
日（
日
）９
時
30
分
～
15
時

▼
場
所　
富
岡
公
民
館

問
富
岡
公
民
館
℡
22
―
3
2
0
9

平
成
25
年
度
桜
尾
公
民
館
文
化
祭

▼
日
時　
3
月
2
日（
日
）10
時
～
16
時

▼
場
所　
桜
尾
公
民
館

問
桜
尾
公
民
館
℡
27
―
2
8
1
8

山
県
市
合
併
10
周
年
記
念

建
長
寺
管
長
講
演
会

　
3
月
9
日（
日
）13
時
か
ら
美
山
中
央
公

民
館
で
、
山
県
市（
旧
美
山
町
）出
身
で
鎌

倉
・
建
長
寺
管
長
の
吉
田
正
道
氏
の
記
念

講
演
を
行
い
ま
す
。

問
美
山
中
央
公
民
館
℡
52
―
1
1
0
6

あ
し
た
の
会
療
育
相
談
会

　
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
の

心
配
事
や
悩
み
事
に
つ
い
て
相
談
会
を
行

い
ま
す
。ま
た
、講
演
会
も
行
い
ま
す
。（
講

演
中
託
児
あ
り
）

▼
日
時　
２
月
16
日（
日
）　
（
講
演
会
）10

時
～　
（
個
別
相
談
）11
時
30
分
～

▼
場
所　
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
社
会
福
祉
法
人
あ
し
た
の
会
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
ツ
リ
ー
℡
27
―
2
4
6
1

農
振
農
用
地
除
外
申
請
の
提
出
は

３
月
末
日
ま
で
に

　
農
業
振
興
地
域
に
指
定
さ
れ
た
地
域
内

に
あ
る
農
用
地（
田
・
畑
・
果
樹
園
な
ど
）

は
、
造
成（
転
用
）し
て
農
業
以
外
の
用
途

に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
緊
急
で
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
農
振
農
用
地
か
ら
の
除
外
が
認
め

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
除
外
の
必
要

な
人
は
、
３
月
末
日
ま
で
に
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
産
業
課
℡
22
―
6
8
3
0
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お知らせ広場

　
公
益
社
団
法
人
山
県
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
、
皆
さ
ん
の
日
々
の

生
活
の
な
か
の「
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご

と
」
を
ワ
ン
コ
イ
ン
５
０
０
円
で
引
き
受

け
、
暮
ら
し
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
事
業
費
の
一
部
を
市
が
補
助
し
て
い
ま

す
。

▼
利
用
の
条
件

　

山
県
市
在
住
の
人（
年
齢
制
限
や
所
得

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
務
局
が
希
望
の
作
業
内
容
を
確
認

し
、
適
切
な
会
員
が
現
地
に
出
向
い
て
作

業
を
行
い
ま
す
。

▼
基
本
利
用
料

　
１
回
30
分
以
内
の
作
業
で
５
０
０
円

※
下
記
以
外
の
仕
事
に
つ
い
て
や
詳
細

は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
下
記

の
仕
事
で
も
場
合
に
よ
っ
て
は
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
公
益
社
団
法
人
山
県
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

℡
23
―
0
2
0
0

FAX 

23
―
0
2
1
4

HP　

w
w
w
.gy-silver.or.jp

Ｅ
-m
ail　

info@
gy-silver.or.jp

こ
ん
な
仕
事
、

お
受
け
し
ま
す
！
　

●
植
木
の
水
や
り

●
家
具
の
移
動

●
庭
の
清
掃

●
カ
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
組
立
て

●
窓
ふ
き

●
扉
の
調
整

●
布
団
干
し
・
取
込
み

●
話
し
相
手

●
買
物
代
行

●
洗
た
く
物
干
し
・
取
込
み

●
ゴ
ミ
出
し

●
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
へ
の
持
込
み

●
蛍
光
灯
・
電
球
の
交
換

●
季
節
用
品
の
入
れ
替
え

●
蛇
口
の
パ
ッ
キ
ン
修
理
・
手
入
れ

●
衣
類
の
整
理

●
ス
ト
ー
ブ
の
灯
油
入
れ

●
室
内
の
清
掃

●
エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
の
清
掃

●
本
の
返
却　
な
ど

ち
ょ
っ
と
し
た
暮
ら
し
の
お
手
伝
い

山
県
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
元
気
生
活
応
援
事
業

ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス　
ス
タ
ー
ト



2 月 子 育 て 予 定 表
定員がある行事は、2月4日(火)9:00〜施設ごとに申し込み受付を開始します（℡受付可）。
定員になり次第締め切り。詳しくは各施設にお問い合わせください。

日 日時  定 定員  内 内容  持 持ち物  費 材料費（参加費）  備 備考

高富児童館 ℡22-4750
【休館日】 2日・9日・11日・16日・23日

学童行事（市内小学生対象）
エコ工作 〜お花の紙粘土びな〜
日 15日(土) 10:00〜11:30　定 10人
持 はさみ、お茶、ハンカチ

箱カメラ 〜おもちゃコンサルタント  といろ〜
日 15日(土) 14:00〜15:30　定 10人
持 はさみ、お茶、ハンカチ

将棋クラブ
日 22日(土) 9:30〜11:00　定 10人
持 お茶、ハンカチ

アレンジフラワー教室 〜おひなさま〜
日 22日（土）10 :00〜11:30　定 14人 　費 500円
持 はさみ、お茶、ハンカチ

おもちゃ病院（壊れたおもちゃの修理）
日 10日(月) 10:00〜12:00

おもちゃづくり（幼児向け）
たまごコロコロ
卵パックの中にビーズやボタンを入れれば、出来上がり！ 
日 25日(火) 10:30〜11:30 　定 10組
持 お茶、その他必要品

遊びの提供（未就学児対象・申込不要）
ふれあいタイム〜親子あそび〜
日 毎週木曜日　10:30〜11:00　定 なし

絵本タイム
日 毎週月曜日　10:30〜と14:00〜　定 なし

遊びの提供（未就学児対象・申込不要）
げんきタイム〜親子遊び〜
日 4日(火) ・5日(水)・9日(日)・18日(火)・25日(火)
　11:00〜11:30
定 なし

子どもげんきはうす ℡23-2323
【休館日】 3日・10日・11日・16日・17日・24日

学童行事（市内小学生対象）
アレンジフラワー教室 〜かわいく飾って贈ろう〜
日 8日（土） 10:00〜11:00　定 10人　費 600円
持 お茶、ハンカチ、花を持ち帰る袋

工作教室 〜写真立て〜
日 15日（土） 10:00〜11;30　定 15人
持 お茶、ハンカチ、写真L判1枚

元気な力でドッジボール
日 3月1日（土） 10:00〜11:30　定 なし
持 帽子、お茶、タオル（雨天：上ぐつ）

ピヨケロサークル（登録制）
おひなさま会

【1歳児】日 12日(水) 10:30〜11:30
【2歳児】日 26日(水) 10:30〜11:30

持 お茶、ほか必要品

木のおもちゃづくり（幼児向け）
おひなさま
(2種類のおひなさま。どちらか好きなものを作ります。)
日 14日(金) 10:00〜11:30(制作時間は1時間くらいかかり
ます) 　定 15組
費 各500円 　 持 汚れてもいい服装

マミーサークル（登録制）
おひなさまづくり

【1・2歳児合同】日 12日(水) 10:30〜11:30
【2歳児】日 26日(水) 10:30〜11:30

持 お茶、ほか必要品
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子 育 て 予 定 表

子育て支援センター（子どもげんきはうす内）
問 ℡23-2323　FAX23-2323 各教室からのお願い 受付:10時まで ※要申し込み

講座名 対　象 日　時 場　所 内　容 持ち物

ミルキーKids H25/4/2〜
7/31生まれ

19日(水)
10:00〜11:30

保健福祉
ふれあいセンター                  
3階 集会室

絵本との出会い・
読み聞かせと本の紹介

（講師：武藤晴美）

お茶、
その他必需品

すくすく教室 1歳児と
保護者

7日（金）
10:00〜11:30

保健福祉
ふれあいセンター
3階 集会室

スクラップブッキング
写真（5〜10枚）、

お茶、
その他必需品

小鳩会 1〜3歳児と
保護者

14日（金）
10:00〜11:30

伊自良中央公民館
2階 和室 記念品づくり＆閉講式 お茶、

その他必需品

すくすく教室 1歳児と
保護者 21日（金）

10:00〜11:30

保健福祉
ふれあいセンター
2階 集団検診室

閉講式 お茶、
その他必需品

のびっこ教室 2〜3歳児と
保護者

つくしんぼ教室 1〜3歳児と
保護者

28日（金）
10:00〜11:30

美山中央公民館
1階 和室 記念品づくり＆閉講式

写真（5〜10枚）、
のり、はさみ

お茶、
その他必需品

Happy Happy Birthday
〜お誕生日のお友達集まれ〜

写真と手形で記念を残しませんか。【持ち物】Ｌ判写真1枚

家庭教育講座
　テーマをもとに子育てについて考えてみましょう。
※託児あります。

【対　象】 子育てにかかわる人ならどなたでも
【日　時】 27日（木）10:00〜12:00
【場　所】 子どもげんきはうす
【テーマ】  親の品格
問 山県家庭教育研究所　℡22-4569（代表：野沢）

おはなしひろば
　お子さんの対象年齢にあわせて本の読み聞かせをしま
す。小さい子は保護者同伴でお願いします。

おはなしピーチクよみきかせ
【場所】図書館本館　℡36-3339  
【日時】1日（土）・8日(土)・15日(土)・22日(土)
　　　10:30〜

【場所】高富中央公民館図書室　℡22-3351
【日時】8日(土)　10:30〜
みやまジョイフル倶楽部もこもこもこ

【場所】みやまジョイフル倶楽部図書室　℡55-2608
【日時】1日(土)・21日(金)　10:00〜

わくわくタイム（未就学児対象・要予約）

手づくりで子どものおもちゃ一緒に作りませんか。
◆ゆらゆら ひな飾り

【日時】4日(火) 10:00〜10:30 　【定員】10人

◆壁かけ ひな飾り
【日時】18日(火)、25(火) 10:00〜10:30　【定員】各10人

おはなしタイム（未就学児対象・申込不要）

◆絵本の読み聞かせ
（絵本・紙芝居の読み聞かせ、エプロンシアター、
ペープサートなど）
毎週木曜日　10:30〜11:00、13:30〜14:00
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弁護士相談	 市民環境課  ℡22-6828
13日（木）13：00〜14：30

市役所　市民相談室（1階）
25日（火）18：00〜19：30

※多重債務関係も弁護士相談で受け付けます 

行政相談（電話相談可）	 市民環境課  ℡22-6828
18日（火）13：00〜15：00 市役所　市民相談室（1階）

よろず相談（電話相談可）	 市民環境課  ℡22-6828
27日（木）13：00〜15：00 市役所　市民相談室（１階）

人権擁護相談（電話相談可）	 福祉課  ℡22-6837

18日（火）13：00〜15：00 市役所　市民相談室（1階）、
美山支所

介護をほっと語らう会	 健康介護課  ℡22-6838
21日（金）13：30〜15：00 ふれあいセンター

精神保健福祉なんでも相談	 福祉課  ℡22-6837
4日（火）

10日（月）
25日（火）

13：30〜15：00 ふれあいセンター

休日診療（診療時間　9：00〜13：00、16：00〜19：00） 
2日（日）鳥沢クリニック 高木 ℡22-1088
9日（日）なりみやクリニック 高富 ℡22-1213

11日（祝）にのみやクリニック 高富 ℡22-1717
16日（日）早川胃腸科外科クリニック 岩佐 ℡52-1212
23日（日）ひらまつ耳鼻咽喉科 高富 ℡22-0288

市民環境課 （消費生活相談窓口） ℡22-6828

市総合体育館
2月スポーツイベント 

2日(日) 西武芸体育振興会
ソフトバレーボール大会

9日(日) 第26回9人制ソフトバレーボール
交流大会

11日(祝) 岐阜県中学生バレーボール新人戦

16日(日) 第4回岐阜県レディース
バドミントン選手権大会

22日(土)
23日(日)

東海私学高等学校
バレーボール大会

くらしのカレンダー2 月

消費生活ニュース  !
〜こんなことにご注意を〜

　突然訪問して来て断っているのにしつこく勧誘したり、泣
き落としをしたりして契約を迫るほか、消費者に断るすきを
与えず勝手に薬を置いて立ち去るケースもあります。ほかに、

返却などを申し出ても薬をなかなか引き取っ
てもらえなかったり、定期訪問の際に高額な
健康食品を売りつけられたりするトラブルも
あります。配置薬は、業者から薬を預かり、
次回の来訪時に使った分だけ支払う仕組みで
す。自分の判断で薬を処分しないようにしま
しょう。できれば玄関のドアを開けずに対応
し、必要なければきっぱり断りましょう。

休日診療
2日（日）：不破クリニック　岐阜市太郎丸
 ℡058-229-6081

3月2日
までの
予　定

乳幼児健診	 健康介護課  ℡22-6839
3・4か月児健診
26日（水） 受付13：00〜13：15 ふれあいセンター

10・11か月児健診
19日（水） 受付13：00〜13：45 ふれあいセンター
1歳6か月児健診
12日（水） 受付13：00〜13：45 ふれあいセンター

予防接種	 　健康介護課  ℡22-6839
BCG
27日（木） 受付13：15〜14：00 ふれあいセンター

はみがきけんしん（フッ素塗布）	 健康介護課  ℡22-6839
18日（火） 受付13：15〜14：00 ふれあいセンター

妊婦歯科健康診査	 健康介護課  ℡22-6839
18日（火） 受付13：00〜13：15 ふれあいセンター

乳幼児相談	 健康介護課  ℡22-6839
5日（水） 10：00〜11：00 ふれあいセンター

すこやか相談（要予約）	 健康介護課  ℡22-6839
21日（金） 13：30〜16：30 ふれあいセンター

あそびの教室（要予約）	 健康介護課  ℡22-6839
3日（月）

10：00〜11：30 ふれあいセンター
17日（月）

献血	 健康介護課  ℡22-6839

27日（木）
9：30〜11：00 山県市役所
12：00〜13：00 山県警察署
14：30〜16：30 （株）平和堂  高富店

断ったのに置いていかれた配置薬

見守るくん

きっぱり
断ってね！

「ふれあいセンター」は市保健福祉ふれあいセンター
「（伊）老人福祉センター」は伊自良老人福祉センター 

市総合体育館	℡22-6622
【夜間休館日　2月16日（日）】

（見守り新鮮情報第128号　独立行政法人国民生活センター）	
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夜間窓口開設日（21:00まで開設）
今月は25日（火）です

開設窓口

福祉課（℡22-6837） 徴収対策室（℡22-6843）
税務課（℡22-6822） 健康介護課（℡22-6838）
水道課（℡22-6835）
市民環境課（戸籍・住民係）　℡22-6829
　　　　　（国保・年金係）　℡22-6827

市民環境課 ℡22-6828
不燃ごみ・ 粗大ごみ受付センター ℡23-0108

カン・
白色トレイ

びん・
ペットボトル

不燃ごみ
粗大ごみ

燃える
ごみ

森・南・旭ヶ丘・
蛍ヶ丘・田倉

6日
（3月6日）

20日
21日

月
・
木
曜
日ご
み
袋
は
必
ず
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
午
前
7
時
30
分
ま
で
に
）

大北･石田町･山本･
双葉台･京ヶ洞･星ヶ丘･
南屋敷･石畑･美里

7日
（3月7日） 25日

北町･ 栄町･ 仲町･
本町1、2、３丁目 10日 21日

19日
共和町 20日佐賀･ 見晴台･ 金池 11日

火
・
金
曜
日

東深瀬（向イ・鴻ヶ池を除く） 1日
（3月1日） 18日 12日

向イ･鴻ヶ池･高木東･阿原 13日
高木（高木東･ 阿原を除く） 11日

24日
14日

西深瀬 12日 17日
梅原 13日 26日
桜尾 5日

（3月5日） 18日
7日

（3月7日）

大桑 4日
（3月4日） 10日

長滝・平井・掛・
松尾･上願・大門 3日

（3月3日） 17日 27日
洞田･小倉･大森･藤倉 28日
北山 8日 28日

4日
（3月4日）

葛原 3日
（3月3日）谷合

15日北武芸 27日
4日

（3月4日）
乾 19日 5日

（3月5日）
月
・
木
曜
日

富波 14日 25日岩佐 6日
（3月6日）中洞 19日 27日

～3月7日	

資源ごみ・有害ごみ休日回収日（毎月第4日曜日）
回収区域 出せる資源・有害ごみ 回収日 回収時間 回収場所

市内全域

缶･ペットボトル･びん･
白色トレイ･電池･蛍光
管･電球 23日

9:00〜
16:00

市役所北
車庫棟24･25

衣類･電池･蛍光管･電球 8:30〜
16:00

市クリーン
センター

有害ごみ（各支所・出張所）回収日 
回収区域 出せる資源・有害ごみ 回収日 回収時間 回収場所

市内全域 電池･蛍光管･
電球

20日
21日

8:30〜
17:00

伊自良･美山支所、
西武芸出張所

戸籍の窓
市民環境課 ℡22-6829

12月届け出分
この欄は、山県市役所本庁また
は支所の窓口で届出をされた、
本市に住民登録がある人を掲載
しています。（敬称略）

2月のごみ収集日 

※発泡スチロールは、小さくして可燃ごみ袋に入れてください。表記できない文字がありますので、あらかじめご了承ください。

高　富	 野村　　浬
かいり

東深瀬	 松野　冬
とう す け

育
	 村瀬　貴

たか ふ み

郁
	 河島　叶

か な め

芽
	 野倉　にこ
西深瀬	 村上　太

た い ち

一

西深瀬	 河合　漣
れ ん

音
高　木	 藤嶋　杏

あん じ ゅ

朱
梅　原	 土田　栞

か ん な

菜
伊佐美	 笠浦　徠

ら い き

輝
大　森	 井川　愛

ま な

菜
谷　合	 大西　一

か ず と

斗

赤ちゃん誕生

高　富	 安田　雅逸	 74歳
	 藤吉　峰子	 93歳
	 松田　信男	 80歳
東深瀬	 山﨑　盛久	 73歳
西深瀬	 藤森　春雄	 83歳
	 森　　三好	 78歳
梅　原	 土井　利夫	 79歳
	 谷村 ゑ	 102歳
伊佐美	 中嶋　静夫	 88歳
大　桑	 土田　　實	 80歳

大　桑	 川嶋トシエ	 94歳
長　滝	 横山　とき	 93歳
上　願	 中村さだを	 93歳
藤　倉	 尾形タカ子	 66歳
葛　原	 長野　　傳	 88歳
谷　合	 吉村あや子	 83歳
柿　野	 正治ミヨ子	 91歳
	 藤田　和美	 89歳
青　波	 堀　　秀葊	 61歳
中　洞	 髙井多喜男	 74歳

おくやみ

人口の動き
総人口	 29,131人 （＋7人）

世帯数 10,809戸 （＋28戸）

男 14,088人 （−13人）
女 15,043人 （＋20人）

（平成26年1月1日現在）

高　富	 杉山　貴大
	 佐 えり子
東深瀬	 沢田　雅尚
	 竹中　敦美

ご結婚おめでとう
梅　原	 山田　貴康
	 小林　三紗
大　桑	 大野浩士朗
	 坂口　綾佳

23 広報やまがた　2014. 2
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新
成
人
の
皆
さ
ん
、
成
人
式
を
終
え
た
今
、

大
人
の
自
覚
を
胸
に
仕
事
や
学
業
な
ど
今
後
の

人
生
に
夢
と
希
望
を
抱
い
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
こ
の
先
、
ど
ん
な
困
難
が
待
ち

構
え
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
何
か
を
捨
て

去
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
き
が
来
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
悩
ん
だ
と
き
や
困
っ
た
と
き
は
周
り

の
人
に
相
談
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、「
心
の
中
の
リ
ト
ル
○
○
」に
聞
い
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。「
彼
」「
彼
女
」
が
、
あ

な
た
の
道
し
る
べ
を
示
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｗ
）

　

成
人
式
か
ら
ち
ょ
う
ど
20
年
が
経
ち
ま
し

た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
か
、
正
月
に
中
学
校
時

代
の
同
窓
会
が
あ
り
ま
し
た
。
１
／
２
成
人

式
改
め
２
倍
成
人
式
と
で
も
い
う
の
で
し
ょ
う

か
。人
生
の
節
目
に
は
そ
れ
ぞ
れ
行
事
が
あ
り
、

自
分
を
見
つ
め
直
し
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
立
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
旧
友
の
近
況
を
聞
け
た

こ
と
も
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
有

意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

編
集
後
記

　
岩
佐
に
あ
る
株
式
会
社
山
口
製
作
所

は
、
昭
和
32
年
、
故
山
口
真
作
氏
が
現

在
地
で
水
栓
バ
ル
ブ
製
造
会
社
と
し
て

創
業
、
昭
和
44
年
に
法
人
化
し
、
青
銅

鋳
物
品
の
製
造
、
機
械
加
工
な
ど
を

行
っ
て
い
る
会
社
で
す
。
現
在
の
従
業

員
数
は
35
人
で
、
本
社
工
場
と
鋳
造
工

場
の
２
カ
所
で
働
い
て
い
ま
す
。

　
代
表
取
締
役
社
長
の
山
口
政
洋
さ
ん

に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
最
近
の
鋳
造
業
界
は
、
材
質
の
多

様
化
へ
の
対
応
や
原
材
料
費
の
高
騰
な

ど
で
大
変
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
社
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
の
合
理

化
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
海
外

で
製
造
さ
れ
た
安
価
な
製
品
に
は
価

格
面
で
太
刀
打
ち
で
き
な
い
た
め
、
自

社
製
品
の
開
発
や
今
ま
で
に
蓄
積
し
た

技
術
の
改
良
な
ど
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
」

鋳
造
技
術
の
確
立
と

自
社
製
品
の
開
発

　
「
そ
こ
で
、
本
社
の
主
業
で
得
意
分

野
で
あ
る
鋳
造
で
何
か
で
き
な
い
か
と

考
え
、
大
型
鋳
造
品（
船
舶
用
バ
ル
ブ
、

給
水
栓
排
水
用
器
具
な
ど
）の
開
発
技

術
を
確
立
す
る
こ
と
、
自
社
製
ラ
ン
プ

を
開
発
す
る
こ
と
に
た
ど
り
着
き
ま
し

た
。

　
な
か
で
も
大
型
鋳
造
品
は
、
砂
型
造

型
や
流
動
解
析
な
ど
が
必
然
と
な
っ
て

き
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
に
対
応
で
き
る

機
械
装
置
を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
高
い
投
資
に
は
な
り
ま
す
が
、

大
型
鋳
造
品
を
開
発
す
る
技
術
を
確
立

し
こ
の
業
界
で
生
き
残
っ
て
い
く
に
は
必

要
最
低
限
の
投
資
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
自
社
製
ラ
ン
プ
の
開
発

で
す
が
、
こ
こ
１
、２
年
は
会
社
全
体

の
受
注
が
増
え
着
手
で
き
ず
に
い
ま
し

た
が
、
今
年
に
な
っ
て
着
手
で
き
る
態

勢
が
整
っ
た
の
で
、
他
社
に
は
で
き
な

い
独
自
性
の
あ
る
目
玉
商
品
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
、
開
発
を
始
め
ま
し
た
。

　
ま
だ
販
売
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
あ

る
程
度
形
は
で
き
て
き
ま
し
た
。
今
年

中
に
は
商
品
化
し
販
売
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
お
客
様
に
信
頼
と
喜
び
を

与
え
ら
れ
る
会
社
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
、
半
世
紀
以
上
培
っ
て
き
た
技
術
を

守
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
工
夫
を
重

ね
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
って
い
ま
す
」

市商工会に協力いただき、
市内の企業を紹介するコーナー

市内企業の紹介　VOL.11

㈱山口製作所
岩佐669番地　℡52―1170


